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たち－風雪に耐えて－創立者 eS分16mmカラー

こ
の
映
画
は
、
日
本
の
製
酪
業
の
貴
重
な
歴
史
が
創
立
者
た
ち
が
非
常
な
高
小

齢
に
達
し
た
た
め
に
失
な
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
企
画
し
た
も
の
で
、
黒
沢
叩

，
■
製
作
ス
タ
ッ
フ

翁
を
中
心
に
、
三
人
の
創
立
者
た
ち
の
歴
史
的
な
証
言
を
主
と
し
て
構
成
し
た
。
州

こ
の
歴
史
的
な
北
海
道
製
酪
販
売
組
合
は
、
惜
し
い
こ
と
に
戦
争
中
、
国
策
岬

に
よ
っ
て
統
合
、
合
併
さ
せ
ら
れ
、
北
海
道
興
農
公
社
と
な
っ
た
た
め
に
、
幕
皿

製
作
村
山
英
治

を
閉
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
映
画
は
、
北
海
道
製
酪
販
売
組
合
の
最
後
山

脚
本
・
演
出
村
山
正
実

の
株
主
総
会
に
お
け
る
黒
沢
氏
の
、
．
粒
の
麦
は
死
ん
で
も
・
・
…
・
」
と
い
う
叩

有
名
な
言
葉
で
終
っ
て
い
る
。
撮
影
村
山
和
雄

戦
後
は
、
北
海
道
興
農
公
社
は
、
占
領
軍
に
よ
る
集
中
排
除
の
政
策
で
、
小
峰
音
楽
山
内
忠

さ
な
沢
山
の
会
社
に
分
割
さ
れ
、
や
が
て
、
そ
の
幾
つ
か
が
合
併
し
て
今
の
雪
州
編
集
沼
崎
梅
子

同

印
乳
業
株
式
会
社
と
し
て
再
生
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
映
画
で
は
触
れ
な
か
恥

解
説
川
久
保
潔

っ
た
。
岫

呼
←
企
画
雪
印
乳
業
株
式
会
社

こ
れ
ら
の
先
覚
者
た
ち
の
足
跡
は
、
単
に
一
企
業
の
歴
史
を
こ
え
た
不
屈
の
小

仙
製
作
株
式
会
社
桜
映
画
社

人
間
た
ち
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

中

日
本
に
お
け
る
酪
農
と
製
酪
技
術
の
誕
生
は
、
明
治
初
期
に
、
い
わ
ゆ
る
お
雇
い
外
人
の
指
導
に
よ
っ
て
、

官
業
で
起
き
て
い
る
が
、
順
調
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
。
北
海
道
は
、
そ
の
主
要
な
舞
台
だ
っ
た
が
寒
地
稲

作
の
発
展
に
よ
っ
て
、
稲
作
が
主
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
稲
作
も
、
度
重
な
る
冷
害
凶
作
を
受
け

て
、
再
び
酪
農
の
復
興
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
酪
農
の
復
興
と
、
製
酪
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

の
が
、
宇
都
宮
仙
太
郎
、
黒
沢
酉
蔵
で
あ
る
。

黒
沢
は
若
き
日
に
、
足
尾
鉱
毒
事
件
で
知
ら
れ
る
田
中
正
造
に
愛
さ
れ
、
被
害
民
の
救
済
に
奔
走
し
、
や

が
て
北
海
道
に
渡
っ
て
、
宇
都
宮
牧
場
の
牧
夫
に
な
っ
た
。
後
に
独
立
し
て
、
自
ら
も
牧
場
を
も
ち
、
牛
飼

い
農
民
を
糾
合
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
農
業
を
、
範
と
し
て
、
「
農
民
の
つ
く
っ
た
も
の
は
、
農
民
の
手
で
売

る
」
と
い
う
北
海
道
製
酪
販
売
組
合
の
工
場
生
産
と
販
路
開
拓

に
成
功
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
衆
が
、
。
〈
タ
ｉ
に
も
チ
ー

ズ
に
も
馴
染
ゑ
が
な
か
っ
た
大
正
時
代
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の

州
■
略
年
表

販
売
に
は
、
非
常
な
苦
労
を
と
も
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
彼
を
、
製
造
技
術
面
で
助
け
た
の
は
ア
メ
リ
カ
洲
一
八
八
五
年
黒
沢
酉
蔵
生
ま
れ
る

で
製
酪
技
術
を
勉
強
し
て
帰
っ
た
若
い
佐
藤
貢
と
、
販
売
面
で
岬
一
八
八
九
年
宇
都
宮
仙
太
郎
札
幌
で
市
乳
、
．
〈
夕

Ⅱ

片
腕
に
な
っ
た
瀬
尾
俊
三
で
、
こ
の
三
人
の
人
間
を
通
し
て
、
他
（
明
き
ｌ
の
販
売
開
始

前
述
の
歴
史
を
描
い
て
い
る
。

畑
一
八
九
九
年
足
尾
鉱
毒
事
件

、
（
明
誕
）
黒
沢
、
田
中
正
造
を
訪
ね
、
鉱
毒
被
害

民
の
救
済
に
発
心

小
一
九
○
四
年
日
露
戦
争

恥
一
九
○
五
年
母
死
去
黒
沢
北
海
道
に
渡
り
宇
都

■
見
ど
こ
ろ
■

、

（
明
調
）
宮
牧
場
に
牧
夫
と
し
て
住
み
込
む

岬
一
九
○
八
年
黒
沢
札
幌
市
内
で
牛
乳
の
販
売
開
始

ｌ
こ
の
映
画
は
、
戦
後
、
日
本
人
の
食
生
活
の
変
化
に
よ
っ
て
、
大
き
な
発
岬
一
九
一
三
年
北
海
道
大
凶
作
、
宇
部
宮
、
、
黒
沢
、
冷

展
を
遂
げ
る
日
本
の
乳
業
の
、
明
治
末
か
ら
大
正
時
代
、
さ
ら
に
躍
和
も
戦
帥
（
大
２
）
害
凶
作
救
済
会
を
つ
く
る

争
前
ま
で
の
、
い
わ
ば
創
業
時
代
を
如
実
に
描
い
て
い
る
。

２
か
硅
麺
御
華
唖
蠣
謝
諏
蚕
華
淋
踵
非
詫
訴
錘
錘
恥
や
蝿
加
録
咋
佃
畔
唾
惹
壼
恥
一
ｍ
一
皿
蓉
檸
鋒
封
地
堺
歸
鋤
、
札
幌
牛
乳
販
売
組

Ⅱ
（
大
４
）
合
を
設
立

い
る
。

岬
一
九
一
七
年
札
幌
酪
農
組
合
と
改
称

３
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
製
酪
業
の
歴
史
的
な
発
展
を
具
体
的
に
知
る
と
と
池

も
に
、
創
業
者
の
苦
心
、
創
立
の
精
神
（
初
心
）
、
企
業
の
社
会
的
責
任
、
柚
一
九
二
三
年
宇
都
宮
仙
太
郎
、
佐
藤
善
七
ら
と
北
海

Ⅱ
（
大
皿
）
道
畜
牛
研
究
会
を
つ
く
り
デ
ン
マ
ー
ク

な
ど
を
考
え
さ
せ
る
上
で
、
一
企
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
職
業
人
の
教
育
帆

農
業
の
紹
介
に
つ
と
め
る

に
役
立
ち
、
ひ
い
て
は
、
職
業
生
活
の
真
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
も
な
る
恥

関
東
大
震
災

だ
ろ
う
。
企
業
の
良
心
、
企
業
の
社
会
的
な
責
任
が
今
日
ほ
ど
問
わ
れ
て
い
Ⅷ

州
一
九
二
五
年
北
海
道
製
酪
販
売
組
合
を
創
立

る
時
代
は
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
点
、
ま
れ
に
ゑ
る
す
ぐ
れ
た
創
業
で
あ
っ
柚
一
九
二
六
年
北
海
道
製
酪
販
売
組
合
連
合
会
（
酪
連
）

た
。

４
こ
の
映
画
の
形
式
は
、
記
録
映
画
で
、
当
時
の
貴
重
な
写
真
、
ニ
ュ
ー
ス
咄
（
大
胆
）
に
組
織
変
更
、
会
長
宇
都
宮
仙
太
郎

フ
ィ
ル
ム
等
を
、
丹
念
に
蒐
集
し
て
、
歴
史
的
に
も
貴
重
な
映
画
に
な
っ
て
州
一
九
二
八
年
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
製
造
販
売
を
は
じ

咄
（
昭
３
）
め
る

い
る
。

小
一
九
三
一
年
満
州
事
変

Ⅱ

恥
一
九
三
三
年
チ
ー
ズ
の
製
造
開
始

伽

Ⅱ
（
昭
８
）
北
海
道
酪
農
義
塾
設
立

Ｕ

伽
一
九
三
五
年
黒
沢
、
酪
連
会
長
に
な
る

■
こ
の
映
画
の
企
画
に
つ
い
て
■
‐
（
昭
、
）
ロ
ン
ド
ン
市
場
に
．
ハ
ク
－
輸
出
開
始

こ
の
映
画
は
、
国

い
た
も
の
で
あ
る
。

困

■
あ
ら
す
じ
■

難
を
き
わ
め
た
日
本
の
製
酪
業
の
歴
史
的
な
発
展
を
、
そ
の
創
立
者
た
ち
を
通
し
て
描
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